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てきた（中村 2011, 2013, 2015）。とりわけ、入居型の高齢者施設よりは日中通所できるデイケ
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 ネパールのデイケアセンターは、日本の高齢者福祉センター、デイサービスセンター、デイケアセンター、
いきいきサロンと類似する点が多い。ネパールでは、Jaestha Nagarik Sewa Kendra ともいう。sewaはケアと
翻訳されている。またsewaは日本語のセワ、世話と同じ意味をもつ（中村 2011, 2013, 2015）。 
ネパール震災と高齢者ケア―コミュニティ・ケアの再創造 





















写真１ Ｉ地区避難所風景（2015年 4 月25日 Ａ氏提供） 
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写真４ Ｉ地区での地震直後炊き出しをする女性たち（2015年 4 月25日Ａ氏提供） 
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２．震災後の復旧・復興の現状 
 









近くが被害を受けている。地震から 6 カ月経過した現在も、 6 万人近くが120カ所の避難所で暮ら
している。避難所に設置された仮設住居の約85％に防寒設備がない、衛生環境も悪い」と報告さ





























写真５ 倒壊の恐れのある家屋を支えるつっかい棒（テカ）（2015年 5 月 6 日撮影） 
 
 そのようななかで、地震直後いち早く、 5 月 4 日の新聞（The Himalayan Times）1 面に、障害者
連合と高齢市民連合から「ネパール政府およびネパール巨大地震に対応する国連機関、NGOへの












 道路などのインフラ整備を中心に復興・復旧作業が続けられているなかで、共和国成立後 8 年も





現代福祉研究 第16号（2016. 3） 











でお世話になった高齢者関係施設へ、2015年 4 月30日～ 5 月9日、 7 月 7 日～12日、 8 月23日～ 9 月 4 
日に支援訪問できた 3 箇所のうち 2 箇所の高齢者施設7での聞き取りから明らかにしたい。 
 
（１）Ｎ老人ホーム 
 N老人ホームは、2001年に創設された鉄筋コンクリート 3 階建に41人の高齢者が生活している施
設である。幸いにも入居者や建物への震災被害はなかった。震災後から 8 月末までの老人ホームで
の高齢者の生活について、5月5日訪問時に秘書の女性、会長、入居者からのヒアリングと、 9 月 3 
日訪問時の事務長からの聞き取りで語られたのは、次のようなことだった。 
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た。（インタビュー、 5 月 5 日） 
 
 また、2 階、3 階にいた女性たちは食後に自室に戻り、廊下でお祭りの時に火を灯す灯芯（イ
タ）9を作り始めたときだった。あまりの大きな揺れに手を止め、何人かで抱き合ったり、廊下の
柵に掴まったりしてじっとしていたとのことである。揺れが収まりはじめたので、事務室秘書の女
性やボランティアに誘導されて 1 階のホールまで移動したという。 
 一方、事務長は、午前中に老人ホームでの会議を終えて帰宅し自宅の 2 階にいたときに地震に
あったという。家族の無事を確認し、携帯電話で老人ホームに電話をするが不通、交通機関もマヒ､






に励まし助け合って過ごし、隣近所から避難してきた人々は 1 階のホールで過ごすなど、2 週間ほ
ど老人ホームの高齢者と近隣住民との避難生活が続いた。 












    
                                                                
9
  1 束1,000本を50ルピーで買いに来る人がいるため、女性の高齢者にとってはちょっとしたお小遣いになる。N
老人ホームでは元気な高齢者は毎日の自由時間に作っている。 
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（２）Ｂデイケアセンター 




















ビュー、 5 月 3 日） 
 
 また、 5 月 4 日は、お釈迦様のお誕生日であるため、寺院では、例年ならお祝いをする日だが、






たち 5，6 人で行い、配膳は、建築を勉強している大学生のグループ（男性10人、女性 5 人）たち
ネパール震災と高齢者ケア―コミュニティ・ケアの再創造 

























 この大学生のグループ（写真 7 ）は、震災後 1 週間、S 村の家々を訪問し、家屋の罹災状況や生
活ニーズや困り事についてヒアリングを行っていた10。この学生グループを組織している人が、こ
のデイケアセンターの創設者の B 夫妻であった。B 夫妻は、震災直後に、S 村の復興プランを立て
るに際して、これからの村の未来を考えるためには若者のアイディアが重要と考え、パタン市やカ
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トマンズ市の大学で都市計画や建築を学んでいる学生たちに声をかけ共に復興プランの検討を始め
ている。その拠点をこの B デイケアセンターにしているとのことである。 
  8 月28日訪問した時には、まだ、3 階ホールの天井の修繕が完了しておらず、1 階のホールをデ
イケアセンターとして使用し、12時から仏教の祈り、宗教講話、ビスケットとお茶の時間を過ご





































に入れない高齢者の状況を見る中で、高齢者の世話や孤立問題を認識した A 氏と I 地区コミュニ
ティの代表者らが、高齢者が憩えるデイケアセンターを構想し、その実現に向けて立ち上がったの
である。 
  6 月上旬に A 氏の日本の友人 O 氏が日本から持参したテントを男性用、女性用、介護を必要とす
る高齢者用のデイケア・テントとして I 地区避難所のなかに 3 張りつくったことは、 I 地区の住民全
員に震災後の高齢者が置かれている状況を認識させるおおきな象徴的な意味をもったという。 
 それを契機にして持続的なデイケアを実現するという案が A 氏から震災時に主体的に炊き出しや
夜間見守り警備をしていた地域の人に提案された。この企画に賛同した 5 人は、震災後の I 地区だ
けではなく郊外の農村部への支援活動を行っていたボランティアグループのメンバーであり、その
なかでも活動的な人々だった。この 5 人が発起人となって、I 地区トール発展会12とミサプザ（婦人
会）などに相談をもちかけ、デイケアセンター設立の意義を説明するミーティングを開いて、コ
ミュニティ全体の合意を得る努力を続けた。そうした動きのなかで、A 氏から相談を持ちかけられ
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（２）デイケアセンター仮オープン 




 デイケアセンターの名称は、I 地区の守護寺院の正式名称の頭文字から H デイケアセンター（通
称をHDCC）とした。HDCCの目的は、高齢者の健康、愉しみ、信仰の 3 つを重視して、高齢者の
生活を豊かに幸せに過ごす場所とする。利用曜日は、月、木、土の週 3 回、利用時間は午前11時～
午後 3 時まで。利用者は I 地区に居住する75歳以上でデイケアセンターを利用希望する高齢者であ
る。 
 運営組織は、①コミッティメンバー 5 人、②サポートメンバー（ H 図書館、トール発展会、婦人
会、青年会）、③専門家（医師 3 人（内、日本のNPO法人 D 海外保健協力会医師 1 名）：看護師 2 
名：理学療法士 1 名（日本のNPO法人 D 海外保健協力会））、④アドバイザー（筆者を含む 4 名の日
本人14）である。また、今後の運営に当たっては、ミーティング（コミッティー会議＝月に 1 回、
全体代表者会議＝ 2 ヶ月に 1 回、利用者会議（高齢者とコミッティー＝半年に 1 回）としている。
半年後（2016年 3 月）、 1 年後（2016年 8 月）に、デイケアセンター運営の見直しを行うこととした。 
 仮オープン翌日には、NPOのD海外保健協力会の理学療法士のMさんが、午前 8 時から 1 時間半、
ゲーム、音楽に合わせた健康体操、談話が行われ、高齢者とその家族23人の参加あり、終始笑顔
の絶えない楽しい時間だったと終了後の参加者の声だったという。その後、MさんはNPO活動以外










                                                                
14
  K 学院大学の F 氏、血圧測定器を寄付した T 大学 M 氏、T 大学 O 氏である。 
ネパール震災と高齢者ケア―コミュニティ・ケアの再創造 
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（３）HDCCオープンとその後 
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ワール社会のお祭りを祝う宗教儀礼も行われていた15。お祭りに向けて毎日夕方からHDCCの場所
を使用し、儀礼の時に使用する葉っぱのお皿（ラプティ）、蝋燭や線香づくりなどを I 地区の婦人



























                                                                
15
  9 月13日の父の日、9 月20日の新憲法制定、10月 1 日の高齢者の日なども祝っていた。 
ネパール震災と高齢者ケア―コミュニティ・ケアの再創造 
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やかに繋ぎ、あらたな結びつきのコミュニティへと展開させる機動力となっている。まさに高齢者
のコミュニティ・ケアの先端的な実践と言うことができるだろう。 












・防災研究所災害リスク研究ユニット（2015.6.11）「2015年 4 月ネパール地震(Gorkha 地震)第 1 
次被害調査報告」 
・UNICEF Nepal Country Office, 2015, REACHING THE UNREACHED- Nepal Earthquake:  
Six Months Review.(訳は日本ユニセフHPより。http://www.unicef.or.jp/news/2015/pdf/20151028.pdf) 
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